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論文の内容の要旨
　保型形式のなす環の研究は，整数論・群論・組合せ論等の分野が交錯し，これら複数の視点から様々なアプロー
チが試みられている。その一つとして，Siege1modu1ar形式の空問のなす次数付き環と有限群の不変式環に関連す
るテーマがある。BR㎜ge氏は，このような次数付き環と不変式環との関係をテータ関数の理論を援用して研究し，
特にテータ群に対するevenweightのSiege1modu1ar形式の空問のなす次数付き環が，幾つかの斉次多項式を生成
元とする不変式環と一致することを証明した。さらにR㎜ge氏は，この定理の一般化として，oddweightに対応
する斉次多項式とテータ定数との積からなる不変式を付け加えて，一般のweightに関する次数付き環が得られる
であろうという予想を提出した。本論文の第一章では，このR㎜ge氏の予想を肯定的に解決した結果が述べられ
ており，生成元となる不変式の具体的な型を求めるとともに，それらの聞の関係式を調べ，次元公式（POinCare級
数）を併せて考察することにより，一般のweightの次数付き環の構造を完全に決定している。さらに本論文の第
二章では，第一章で現れた有限群を拡張し，この拡張された有限群がある種のBmhat型の分解をもつことが証明
されている。第一章で現れた有限群に関しては，R㎜ge氏がFo㎜ier変換の理論と関連付けて遭mhat型の分解をも
つことを示している。本論文の第二章の内容は，このR㎜ge氏の定理のある種の拡張であって，主に群論的な考
察に基づき分解定理を証明している。
審査の結果の要旨
　まずSiege1modu1ar形式の環に関するB．R㎜ge氏の予想を肯定的に解決した内容は高い価値があり，十分な評価
を与えてよい。さらに有限群のBmhat分解に関する結果は，もとのR㎜ge氏のアイディアとは異なる証明方針で
それを拡張する結果を出しており，さらに発展的な研究につながる可能性がある。以上の理由から，本論文は学
位論文として十分な内容を持つと判定される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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